
2025年出前授業・講座報告書 No.23 

 

開催日時 2025年 10月 21日（火） 開始時間 8：50  終了時間 12：20 

開催場所 谷口台小学校 （ 家庭科室 ） 

実施内容 ビタミン Cたっぷりなものは 

学年、組、等 ６年３組（34名） ６年２組（36名）  
参加児童数

計 

児童数 

出席 欠席 出席 欠席 出席 欠席 

31名 3名 35名 1   ６６名 

スタッフ   ７名 実施機関スタッフ  ２名  

１ 概要 

 明治２５年４月開校・当校の教育目標である「つよく かしこく あたたかく」（重点「子どもの夢と

未来をつなぐ学びの実現」」の言葉通り、活発に意見を出し合いながら実験に取り組む姿には講座を進

める私たちも元気づけられた。学校の都合で始める時間が１５分遅れたが、短縮パージョン・講義の内

容時間配分を考慮して対応した。 

主として実験結果について「ネット情報などを鵜吞みにしない、自分で調べ理解することの重要さを

普遍的なこととして認識させる」・・・ポイントは解って頂いた。 

２ 実施内容 

 ６年生２学級を 6班に分かれビタミンＣの実験を進めた。 

初めにＰＰＴを使って、児童への質問の投げかけをビタミンＣについての理解を深めながら、関心を

高めていく。続いて準備した果物、野菜を示して、ビタミンＣが多く含まれているものは何だろうかと

予想させて、その後、ヨウ素溶液を試薬とした滴定実験によって、実際に自分たちの目で確かめる実験

に入った。 

３ 良かった点、課題点など 

① 班の編成が、5から 6名と多かったが、各班内の協力・各児童のより積極的な行動が感じられた。 

② ビタミンＣ＝レモンという先入観がテレビ・新聞・雑誌などのマスコミによってつくられているこ

とをあらためて知り、今回の実験の結果と併せることにより、マスコミの言うことをうのみにして

は良くないということに気づいてもらえた。 

⇒ 実験結果の感想の中に、レモンが一番と思っていたが、パブリカやピーマンなどの野菜に多く

含まれていることがわかって、驚いた。そして野菜をしっかり食べなれればと思った。 

③ 実験記録の取り方に、まだ不慣れなためかもしれないが、滴下数と試薬の色の変化の書き方に戸惑

う様子が見られた ⇒ 指導要：記録紙を裏面も使い「滴下数と確認の時期を決めて指導要」 

④ 先生からの要望として「とても貴重な体験の場なので、限られた時間の中で説明を少し短くして実

験時間をもう少し（含む疑問点の説明）長くなると嬉しい」とあった。 

且つ、校長先生から「各班に１名以上の方がついて頂き、専門的な立場から手厚く指導して頂きあ

りたかった」と、感想があった。 

⑤ 「キウイ―ゴールド」のアレルギー児童がいる為にその野菜は止めて欲しい」あり、２３日は行わ

ない。及び、実験結果のまとめ表の中に「文科省発行の文献参考値」は、記入しない。 

 

   


